
0

技術試験衛星Ⅷ型（ＥＴＳ－Ⅷ）「きく８号」の
受信系異常に係る原因究明及び今後の対策について

平成平成１９１９年年５５月月２４２４日日

総 務 省総 務 省

情 報 通 信 政 策 局情 報 通 信 政 策 局

資料４９－３

（宇宙航空研究開発機構提供）
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きく８号は、ユビキタスネット社会の実現に必要な携帯端末による衛星通信を可能とする次世代の移動体衛星通信技術の確

立を目的として、宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）、情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）及び日本電信電話株式会社（ＮＴＴ）が共同で開

発した衛星。

【主な開発要素】

○大型展開アンテナ技術

○移動体衛星通信技術

○３トン級衛星バス技術

○高精度衛星測位システム技術 等

大型展開アンテナ

太陽電池
パドル

フェーズドアレー
アンテナ給電部

超小型
携帯通信端末

ポータブル端末

Ｗ２８５×Ｄ３７４×Ｈ１２５ｍｍ

重量：約８．２ｋｇ
伝送速度：６４ｋ～１．５Ｍｂ
ｐｓ

Ｗ７８×Ｄ２８.５×Ｈ１７４.５ｍｍ

重量：約３００ｇ
伝送速度：５０、４００ｂｐｓ

非携帯型装置

Ｗ１０５×Ｄ１８５×Ｈ４５ｍｍ

重量：約６８０ｇ
伝送速度：８ｋｂｐｓ

携帯型装置

Ｗ５８×Ｄ１７０×Ｈ３７.５ｍｍ

重量：約３９０ｇ
伝送速度：８ｋｂｐｓ

設計寿命：ミッション機器：３年
衛星バス：１０年

緊急情報の発信 避難指示の受信

・宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）

・情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）

・日本電信電話株式会社（ＮＴＴ）

衛星開発機関

重量 ５．８トン（打上時）

３トン（初期）

寸法（本体）

寸法（アンテナ）

7.3m×4.6m×3.7m

17m×19m(送・受それぞれ)

発生電力 7500W以上

軌道 東経146°（静止）

周波数

（通信機器）

上り：2.6GHz帯

下り：2.5GHz帯

周波数

（時刻基準装置）

1.6GHz帯

2.5GHz帯

総務省では、ＥＴＳ-Ⅷの開発成果の拡大を図るため、行政機関、内外の企業や

大学等にＥＴＳ－Ⅷを用いた利用実験の参加者を広く公募。
（採択済22件、新規提案13件。）

ＥＴＳ－Ⅷのオープンな利用機会の推進についてＥＴＳ－Ⅷのオープンな利用機会の推進について

１．きく８号の概要

平成18年12月18日 打上げ

平成19年 1月 8日 静止化

～4月まで 初期機能確認試験
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２． 「きく８号」大型展開アンテナ展開の結果

《参考》
受信アンテナ用展開

モニタカメラ視野

送信アンテナ用展開モニタカメラ
受信アンテナ用展開モニタカメラ

大型展開アンテナ（受信用）
平成１８年１２月２５日展開

大型展開アンテナ（送信用）
平成１８年１２月２６日展開
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３． 受信系異常の発生

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

02:08:36 02:33:52

A系 ON
コマンド

A系 OFF
コマンド

02:32:33     02:36:25

02:37:17 02:44:41

A系 OFF
コマンド

A系 ON
コマンド

02:00:00     02:10:00     02:20:00   02:30:00      02:40:00    02:50:00    03:00:00

B系 OFF
コマンド

B系 ON
コマンド

LNA-PS ON/OFFテレメトリの期待値

B系 ON/OFF
ﾃﾚﾒﾄﾘ(実測値)

A系 ON/OFF
ﾃﾚﾒﾄﾘ(実測値)

B系 ON/OFF
ﾃﾚﾒﾄﾘ

A系 ON/OFF
ﾃﾚﾒﾄﾘ

低雑音増幅器用電源のテレメトリ異常の測定データ

１月３０日 初期機能確認試験において、移動体通信機器のうち、Ｓ帯受信系機器の異常を発見。
【現象】ＬＮＡ－ＰＳ内のＤＣ／ＤＣコンバータをＯＮにしても、安定してＯＮにならない状態。
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PKT

OBP

搭載交換機部

S帯
コンバータ部

SW2

SW３

SW４

Tx
HYB

Rx
HYB

TX BFN2

TX-BFN1

BFC1

RX-BFN1

RX BFN2

HYB

SSPA

LNA

LNA-PS

ADE

ADE

中継器部 アンテナ給電部 大型展開
アンテナ
反射鏡部

RIM2

1553B

100V

NICT開発機器

JAXA開発機器

NTT開発機器

基地局

ユーザー地球局

・携帯局

・可搬局

・車載局

・等

Ｋａ帯フィーダ
リンク装置

Ｋａ帯フィーダリンク

高精度時刻基準
装置

高精度時刻基準装置
（ＨＡＣ） ＲＦ系

高精度時刻比較装置

Ｓ帯サービスリンク

Ｓ帯ＨＡＣ回線

Ｌ帯、Ｓ帯
測位信号

ＨＡＣ～通信系接続用回路

HYB

PIM-LNA

PIM: Passive Inter-Modulation

４．異常発生箇所

異常発生箇所

その他の機器は正常に動作している。
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３月１９日 総務省独立行政法人評価委員会情報通信・宇宙開発分科会情報通信研究機構
部会に委員及び専門委員計６名による「きく８号受信系異常に関するＷＧ」を設置。

ＮＩＣＴが実施している原因究明・対策等について中立な立場からの検討を開始。

主 査 森永 規彦 広島国際大学 工学部長 教授
主査代理 根元 義章 東北大学大学院 情報科学研究科 教授

國井 秀子 (株)リコー 常務執行役員ソフトウェア研究開発本部長
原島 博 東京大学大学院 情報学環 教授
東倉 洋一 国立情報学研究所 副所長 教授
花澤 隆 日本電信電話(株) 常務理事 第三部門長

５月９日 ５回（３月１９日、３月２７日、４月５日、４月２０日、４月２５日）にわたるＷＧでの
検討結果を中間報告として公表。また、宇宙開発委員会に報告。

５．異常発生後の対応

２月２日 ＮＩＣＴが「きく８号対策本部」（本部長：ＮＩＣＴ理事長）を設置し、報道発表。
また、ＪＡＸＡ及び製造業者も参加した「きく８号通信系ミッション機器不具合原因究明合同チー

ム」（チーム長：大森慎吾ＮＩＣＴ理事）の第一回会合を開催。
外部有識者として、高畑文雄早稲田大学理工学術院教授、中谷一郎宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究本部教授、水野秀樹東海大学開発工学部教授が参加。

その後、「対策本部（13回開催）」及び「合同チーム（19回開催）」による検討を実施。

２月７日、２月２１日、３月１４日 宇宙開発委員会へ報告。内容を報道発表。



6

６．異常原因の究明（その１）
トップ事象 要因 判定

判定基準 A：観測された軌道上挙動と整合しない、　B：地上再現試験結果と整合しない、　C：負荷レベル対比（実遭遇：PFT又は定格)により発生確率は極めて小さい、　D：複数箇所での同一故障同時発生のため発生確率は極めて小さい、　　Z:現在の情報では発生を否定できない
判定 × 今回の原因ではない △ 今回の原因の可能性がある

1)

×

2) 2-1)

×

ハーネスには両端のコ
ネクタ部を含む(以降、同 2-2)
様)

×

3) 3-1) 3-1-1)

×

3-1-2)

×

3-2) 3-2-1)

×

3-2-2)

×

3-3) 3-3-1)

×

3-3-2)

×

3-3-3）

△

(注)地絡：GNDとの短絡
3-3-4)

×

3-3-5)

×

3-3-6)

×

該ハーネスが打上げ以後の環境負荷により
損傷し短絡（HOTとRTN又はGND)したため、
LNA-PSの負荷が異常となり、カレントリミッタ
が作動

ヒューズモニタ端子が打上げ以後の環境負
荷により損傷し短絡（HOTとRTN又はGND)し
たため、LNA-PSの負荷が異常となりカレント
リミッタが作動

A：同じ一次電源から供給されている他の機器は正常であるため一次バス電圧は正常
である。

A：軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作している事が確認されたた
め、この要因は消去できる。
D:：DC/DCコンバータの主系と冗長系は別のハーネスとなっており、同じ故障モードが
同時に発生したとする必要があり、可能性は極めて低い。

D：主系と冗長系DC/DCコンバータから、主系と冗長系のダイオードには別ハーネスで
接続されており、観測された主系でも冗長系でも同一挙動は、複数箇所で同じ故障
モードが同時に発生したとする必要が有り、可能性は極めて低い。

A：同じ一次電源ハーネスにて電源が供給されているLNA-PS内のヒータ用DC/DCコ
ンバータは正常動作しているというテレメトリが得られている。

A：同じ一次電源ハーネスにて電源が供給されているLNA-PS内のヒータ用DC/DCコ
ンバータは正常動作しているというテレメトリが得られている。

D：(同上)

D：DC/DCコンバータの主系と冗長系は別回路基板となっており、観測された主系でも
冗長系でも同一挙動は、複数箇所で同じ故障モードが同時に発生したとする必要が
有り、可能性は極めて低い。

ハーネスの間欠開放

ハーネスの間欠短絡

二次側出力回路短絡

何らかの導電性異物が打ち上げ振動等によ
り移動して、コーティングしていないダイオード
出力端に付着した結果、地絡し、LNA-PSの
負荷が異常となりカレントリミッタが作動

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞのIN-OUT短絡故障のため、LNA-PS
の負荷が異常となりカレントリミッタが作動

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞの絶縁ｼｰﾄが損傷し、出力側が地絡
して、LNA-PSの負荷が異常となりカレントリ
ミッタが作動

C：地上試験で打ち上げ以降この部位が遭遇したレベルよりは高い負荷レベルを掛け
た後の打ち上げ前の最終チェックアウトでは正常な挙動が確認されているため、この
要因は考えにくい。

判定理由と判定根拠

DC/DCコンバータ回路内、出力部での短絡
（HOTとRTN又はGND)により過電流が生じ、
カレントリミッタが作動

カレントリミッタ回路の誤作動(誤検出)により、
負荷側は正常にもかかわらず、正常ONしな
い

ハーネス短絡（HOTとRTN又はGND)のため、
LNA-PSの負荷が異常となりカレントリミッタ
が作動

A：(同上)
Ｄ：(同上）

一次バス電圧が異常(100V定常で無い)

ﾊｰﾈｽ間欠開放のため、LNA-PSへの電圧が
異常(100V定常で無い)

ﾊｰﾈｽ間欠短絡（HOTとRTN又はGND)のた
め、LNA-PSへの電圧が異常(100V定常で無
い)

ﾊｰﾈｽ間欠短絡（HOTとRTN又はGND)のた
め、LNA-PSの一次側動作電圧が異常(100V
定常で無い)

ﾊｰﾈｽ間欠開放のため、LNA-PSの一次側動
作電圧が異常(100V定常で無い)

LNA-PSからのLNA
ON/OFFテレメトリが異
常

一次電源電圧異常

一次電源側ハーネス
の異常

LNA-PS内異常

衛星内ﾊﾞｽ(電源)系異
常

衛星内ﾐｯｼｮﾝ系異常

ハーネスの間欠開放

ハーネスの間欠短絡

DC/DCコンバータカレ
ントリミッタ誤作動

ダイオード出力端の異
常

LNA-PS内部の一次
側ハーネス異常

DC/DCコンバータの
異常(二次電圧異常)

ダイオードの短絡(ア
ノード/カソード間）

LNA-PS内部の二次
側ハーネス異常

DC/DCコンバータ～
ダイオード間のハーネ

ス異常

ダイオード絶縁シート
損傷

ヒューズ以降のハー
ネス異常

ヒューズ～モニタ端子
の短絡

Z：短絡が発生する部分のクリアランスは1.01mm以上であり、この大きさの異物は、目
視で確認でき、クリーニングで除去できるものであるため、この要因は考えにくい。

C：(同上)

A：主系or冗長系ダイオードの短絡故障では、短絡した系のDC/DCコンバータは過電
流制限モードには陥らないため、軌道上で観測された、主系・冗長系とも過電流制限
モードに陥っていると言う事実には整合しない。

Z：主系or冗長系ダイオードの出力端が地絡すると、主系・冗長系ともDC/DCコンバー
タは過電流制限モードに陥るので、軌道上挙動と整合する。
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3-4)

×

3-5) 3-5-1)

×

3-5-2)

×

3-5-3)

×

4) 4-1) 4-1-1）

×

4-1-2）

×

4-1-3）

×

4-2) 4-2-1）

△

4-2-2）

×

4-2-3）

×

4-2-4）

△

4-2-5)

×

4-2-6)

△

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、コマンド回路は正常と判定できる。

LNAの基板上線路間で、マイグレーションや
ウィスカによる短絡（HOTとRTN又はGND)が
発生し、LNA-PSの負荷が異常となり、カレン
トリミッタが作動

電源ハーネス接続コネクタが打上げ以後の
環境負荷により損傷し、HOT/RTNピン間が
短絡し、LNA-PSの負荷が異常となり、カレン
トリミッタが作動

LNA電源入力部の貫通コンデンサが偶発故
障により短絡(INとOUT)状態となり、LNA-PS
の負荷が異常となり、カレントリミッタが作動

テレメトリ発生回路の異常のため、テレメトリ
が正常ONを示さない

ハーネスが打上げ以後の環境負荷により損
傷し、HOT/RTNライン間が短絡し、LNA-PS
の負荷が異常となり、カレントリミッタが作動

A：(同上)

A：LNA内でFET短絡が発生しても、FET内の電流制限バイアス抵抗によって短絡電流
は200mA以下に制限される。この程度の電流増大では、DC/DCコンバータは過電流
制限モードに移らない。

電源ハーネス接続コネクタ(受信系ANT側)の
接続が故障し、31系統分の電源ラインが開放
されると、LNA-PSの負荷が異常となり、過電
圧保護動作をする

Z：この故障モードは、環境負荷によらず発生する偶発故障を想定している。また32個
の該部品の内1個にでも短絡が発生すれば、主系・冗長系ともDC/DCコンバータは過
電流制限モードに陥るので、軌道上挙動と整合する。

LNA内に潜在した導電性異物が打ち上げ振
動環境などによって移動し、基板線路間など
に付着し短絡(HOTとRTN又はGND)を生じ、
LNA-PSの負荷が異常となり、カレントリミッタ
が作動

Z：32式のLNAの内1式にでも短絡が発生すれば、主系・冗長系ともDC/DCコンバータ
は過電流制限モードに陥るので、軌道上挙動と整合する。

C：地上試験で打ち上げ以降この部位が遭遇したレベルよりは高い負荷レベルを掛け
た後の打ち上げ前の最終チェックアウトでは正常な挙動が確認されているため、この
要因は考えにくい。

LNA-PS～LNA間接続
コネクタの異常(短絡)

LNA入力部の貫通コ
ンデンサの異常

ウィスカ：純度の高い亜鉛又は錫メッキからヒ
ゲ状の結晶が形成され、短絡や絶縁不良に
至る

C：地上試験で打ち上げ以降この部位が遭遇したレベルよりは高い負荷レベルを掛け
た後の打ち上げ前の最終チェックアウトでは正常な挙動が確認されているため、この
要因は考えにくい。

コマンド受け回路が異常動作をおこし、Onと
Offを繰り返す

LNAのFETが短絡モードで破損し、LNA-PSの
負荷が異常となり、カレントリミッタが作動

ハーネス間欠開放または間欠短絡（HOTと
RTN又はGND)のため、テレメトリが正常ONを
示さない

Z：32式のLNAの内1式にでも短絡が発生すれば、主系・冗長系ともDC/DCコンバータ
は過電流制限モードに陥るので、軌道上挙動と整合する。

Z：この現象（マイグレーションやウィスカ）は、環境負荷によらず発生するが、湿度管
理が為されておりマイグレーションは消去できる。また、亜鉛メッキはなく、錫メッキは
その上にはんだメッキが為されておりウィスカも消去できる。

TTCｲﾝﾀﾌｪｰｽ仕様書との不整合、IF回路の
不整合により、ﾃﾚﾒﾄﾘが正常にONを示さな
い。

ＬＮＡ入力部にはんだ付けした電線が、打上
げの機械環境で破断し、それがGNDに接触
するとカレントリミッタが動作

LNA入力部はんだ接
続部の破損

LNA内の異物

LNA内配線の異常

LNA内素子の異常

LNA内ｺﾝﾃﾞﾝｻの異常

LNAの異常

LNA-PS～LNA間接続
コネクタの異常(開放)

LNA-PS内テレメトリ信
号ラインの異常

テレメトリ発生回路の
異常

LNA-PS～LNA間ハー
ネスの異常

コマンド受け回路の異
常

TTCｲﾝﾀﾌｪｰｽ仕様の
不整合

LNA-PS内コマンド/テ
レメトリ回路の異常

二次電源ハーネスの
異常(LNA-PS以降)

二次負荷側の異常

A：Sバンドﾘﾀｰﾝﾘﾝｸ試験結果から、何台かのLNAに電圧が印加されていることが確認
されたため、この要因は消去できる。

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、テレメトリ回路は正常であると判定できる。

C：(同上)

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、テレメトリ回路は正常であると判定できる。

マイグレーション：高湿度環境下で電極間の
電界により金属が析出し短絡や絶縁不良に
至る

LNA内のｺﾝﾃﾞﾝｻが偶発故障により短絡(INと
OUT)状態となり、LNA-PSの負荷が異常とな
り、カレントリミッタが作動

６．異常原因の究明（その２）
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5) 5-1)

×

RIM　:　Remote　Interface Module
5-2)

×

5-3)

×

5-4)

×

6) 6-1)

×

6-2)

：衛星内バス関連 ×

7) 7-1)

：衛星内ミッション関連
×

：衛星外関連 7-2)

×

8)

×

A A：観測された軌道上挙動と整合しない
B B：地上再現試験結果と整合しない
C C：負荷レベル対比（実遭遇：PFT又は定格)により発生確率は極めて小さい
D D：複数箇所での同一故障同時発生のため発生確率はきわめて小さい

O Z:現在の情報では発生を否定できない

ｱﾝﾃﾅへの過入力
LNAへRF信号が過大入力され、LNA内のFET
が短絡故障を起こし、LNA-PSの負荷が異常
となり、カレントリミッタが作動した。

TTCインタフェース仕様の不整合のため、
LNA-PSのON/OFFが正常に処理されない

ﾃﾚﾒﾄﾘ・ｺﾏﾝﾄﾞ処理異
常

地上系処理異常

TTCｲﾝﾀﾌｪｰｽ仕様の
不整合

テレメトリデータ処理の不調のため、LNA-PS
のON/OFFテレメトリを誤判読している

RIMにより、LNA-PSのON/OFFテレメトリが正
常に処理されず、テレメトリが正常ONを示さ
ない

RIMにより、LNA-PSのON/OFFコマンドが正
常に処理されず、ONとOFFを繰り返す

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、テレメトリ回路は正常であると判定できる。

ｺﾏﾝﾄﾞ回線電波状況不
良

コマンド回線状態が不良で、LNA-PSの
ON/OFFコマンドが正常に処理されない

RIMのON/OFFコマンド生成が不調で、LNA-
PSが正常にONしない

テレメトリ回線状態が不良で、LNA-PSの
ON/OFFテレメトリが正常に受信されない

衛星外異常
ﾃﾚﾒﾄﾘ・ｺﾏﾝﾄﾞ回線異

常
ﾃﾚﾒﾄﾘ回線電波状況

不良

ON/OFFコマンド不調

LNA-PS～RIM間ハーネスの接続が不良とな
り、テレメトリが正常ONを示さない

衛星内ﾊﾞｽ(ﾃﾚｺﾏ)系
異常

RIM系異常 RIMハーネスの異常

ON/OFFテレメトリ受
信回路異常・誤判定

ON/OFFｺﾏﾝﾄﾞ受信回
路異常・誤判定

A：RF信号の過入力によりLNA内でFET短絡が発生しても、FET内の電流制限バイア
ス抵抗によって短絡電流は200mA以下に制限される。この程度の電流増大では、
DC/DCコンバータは過電流制限モードに移らない。

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、テレメトリ回路は正常であると判定できる。

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、テレメトリ回路は正常であると判定できる。

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、テレメトリ回路は正常であると判定できる。

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、テレメトリ回路は正常であると判定できる。

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、テレメトリ回路は正常であると判定できる。

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、テレメトリ回路は正常であると判定できる。

A：電圧テレメトリによって、軌道上でDC/DCコンバータが過電流制限モードで動作して
いる事が確認されたため、テレメトリ回路は正常であると判定できる。

６．異常原因の究明（その３）
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①ダイオード

（約3cm 1.3cmΦ）

短い印鑑サイズ絶縁シート
0.38ミリ厚

(1) 電源を投入しても電流が正常に流れない状況であるため、受信系回路で短絡(ｼｮｰﾄ)が発生と推定。

(2) 衛星からのデータ、地上再現実験の結果から、短絡箇所を次の２箇所（４ケース）に絞り込み。

① ダイオードの絶縁シートの損傷
による出力端短絡

絶縁シート仕様スペック
○ 厚さ０．３８ｍｍ
○ 耐圧４０００Ｖ

（放熱絶縁シリコンゴムシート）

② ＬＮＡ （Low Noise Amplifier）

（約2cm×約4cm×約1.5cm）

消しゴムサイズ

６．異常原因の究明（その４）

はんだくず（０．４ｍｍ）の挟み込みにより、絶縁
シートが突き破れ、絶縁不良（１４７ｍΩ）となった。

【異常発生シナリオ】

基板と金リボン概形 ﾊﾟﾀｰﾝ間に置いた場合

【LNA内の導電性異物による短絡シナリオ】

② ＬＮＡ内部短絡（異物付着、内部２部品
の偶発故障）（３ケース）

【LNA内部部品の偶発故障の可能性】
・ＬＮＡ入力部の貫通コンデンサの異常
・ＬＮＡ内コンデンサの異常
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（１）短絡防止のための対策

①ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ絶縁材劣化対策
設計の変更、試験の強化

②導電性異物付着対策
ｺｰﾃｨﾝｸﾞ処理、試験の強化

③部品の偶発故障対策
故障分離機能の実装、試験の強化

（２）異常箇所分離のための対策

①設計
冗長設計、機能復旧設計の徹底

②試験
開発段階での検証試験の徹底

③チェック体制
第三者による検証体制の確立・充実

電源系という最も基本的な機能で異常が発生。これを重

く受け止め、今回の知見を今後の衛星開発に真摯に反映。

２．再発防止の徹底２．再発防止の徹底２．再発防止の徹底 ３．衛星実験の実施３．衛星実験の実施３．衛星実験の実施

○大型展開アンテナ給電部の受信系以外は全て正常に動作。
→ 速やかな衛星実験実施が適当。

○予定していた実験を実施できるよう、ＮＩＣＴを中心に、速やかに①外
部接続アンテナ及び②中継装置を準備。

○原因究明・異常箇所分離作業は併行して実施。

Ka帯基地局

ユーザ地球局
受信

K
a帯

フ
ィ

ー
ダ

リ
ン

ク
(正

常
時

、
異

常
時

）

S帯(正常時）

S帯
(正

常
時

、
異

常
時

）

S帯

（受信系）

（送信系）

ユーザ地球局
送信

②中継装置

①外部接続
アンテナ

S帯
×

７．再発防止の徹底及び実験の実施

実験項目 概 要 ①受信系全損の場合の影響 ②ＬＮＡ4台分離の場合

Ｓ帯受信系の性能評価ができない。
(注） ほとんど影響なし

影響なし

影響なし

影響なし

影響なし

影響なし

影響なし

移動体通信実験
搭載機器評価、携帯端末等
を用いた通信実験

測位実験 衛星測位システム実証実験

バス系実験 衛星バス軌道上評価実験

時刻比較実験 時刻比較装置の評価実験

(注）移動体からの送信は、①外部接続アンテナを接続するか、又は中継装置を経由。
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（１）基本実験の実施
NICT,JAXA,NTTによる搭載機器の性能試験、

通信・測位の基本的な実験を実施中。特に、
異常のない部分については速やかに実施。

（２）利用実験の実施
衛星を共同開発した３者以外の広範な関係者の参画による利用実験を実施。既

に２２件を採択しており、更に１３件の新規提案。５月３０日に採択評価を行い、
６月上旬に結果を公表。

（３）原因究明・故障分離作業の継続
上記実験の実施と並行して、衛星受信系の状況監視を継続するとともに、地上

再現試験を引き続き実施し、原因究明・故障分離作業を行う。

（４）総務省独立行政法人評価委員会「きく８号受信系異常に関するＷＧ」
上記作業の進捗状況を踏まえ、引き続き、調査審議を進めていく予定。

８．今後の予定

Ｓ帯送信アンテナパターン測定値の例


